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DXMO（Digital Transformation Management Office）
企業全体のDXをデザイン･推進する専門組織の設立･運営支援

世界中の企業がデジタルトランスフォーメーション（DX）に取り組み、「デジタル･ディスラプション
（デジタルによる既存産業の破壊）」が起こる中、日本企業も抜本的なデジタル改革を進めようとして
います。しかし、部分工程のデジタル化や特定部門主導のウォーターフォール型によるシステム導入な
ど従来型のIT化プロセスから脱却できず、DXが個別最適にとどまっている企業が数多く存在します。
KPMGは、企業におけるビジネスプロセス全体のデザインやアジャイル的アプローチを基礎としたDX推
進を主導する専門組織「DXMO（Digital Transformation Management Office）」の立ち上げやDX戦略
の策定など、幅広い分野を支援します。

DXMO（Digital Transformation Management Office）とは

DXMOは全社のDX推進を専門的に行い、加速させる戦略的組織で、CDO

（Chief Digital Officer）／CTO（Chief Technical Officer）／CIO（Chief

Information Officer）が掲げたDXビジョン･目標を実現するために大きく3つの
機能（①DXビジョンの具体化、②DXナレッジ提供とプロセス標準化、③DX人
材育成とコミュニケーション活性化の支援）を有します。これらの機能により、
従来どおりのIT化プロセスでは実現の難しい「DXという全社･全業務に影響す
る大きな変革」を、複雑に絡み合う組織をけん引しつつ、着実に実行していく
ことが可能となります。

①
DXビジョン
の具体化

②
DXナレッジ
提供とプロセス
標準化

③
DX人材育成と
コミュニケーション

活性化

DXMO

DX推進時に陥りやすい状況と改善の方向性

DXMOにより、従来どおりのIT化プロセスを前提とした推進体制では困難な、
全社変革･アジャイル･コラボレーションをベースとしたDX推進の強力な支援が
可能となります。

 トップによる掛け声だけで
戦略・戦術がない  DX戦略とKPIが不明確

 推進責任者・推進組織の
不在

DXMOの設置

 全社のデジタル戦略の推進
責任者・KPIが不明

 DXを推進するプロセスが
なく、PoC（Proof of 
Concept：試作開発の前段
階における検証）レベルに
とどまる

 DX推進の立案施策と適用
すべきデジタルソリュー
ションのナレッジ不足

 DX戦略を推進する標準化
されたプロセス（アジャイ
ル等）の不在

 DXを推進する人材が各部
署・IT部門で不足

 情報共有・協働作業を行う
プラットフォームが未整備

DX推進で
陥りやすい事象 想定される課題 改善の方向性／

KPMGの支援

経営戦略と整合した
DX戦略／KPIの
策定支援

DX組織とデジタル
人材の定義・定着化支援

DXを実現するソリュー
ションと標準プロセスの

構築支援
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DXMOの5つのミッション

DXMOは以下の5つのミッションを持ち、全社のDX推進を主導します。

1
CDO／CTO／CIOのDXビジョン･目標をもとに全社DX戦略を立案するととも
に、その推進をけん引し、進捗状況をCDO／CTO／CIO他、ボードメンバー
に報告する

2 全社DX戦略を基にした各部署のDX計画を策定し、その推進を行うための
コーディネーターとしてデジタル人材の派遣を行う

3 デジタル領域のトランスレーターとして各部署･IT部･ベンダー間における
コミュニケーション品質の向上･円滑化を行う

4 先進技術に特化した高度デジタル人材の管理･育成･評価を含めた制度設計･
最適化を継続的に進める

5 全社員のIT･デジタルリテラシー向上のため、国内外のデジタル知見収集、
デジタル研修の企画･作成･実施をリードする

DXMO

DXMO標準化モデル

KPMG独自の「DXMO標準化モデル」により、DX推進の礎となる「DX戦略」、「DX組
織／人材」、「DXソリューション／プロセスモデル」から成る体系的なノウハウを活用
した支援が可能です。

DX戦略
モデル

Strategy

DXソリューション／
プロセスモデル

Technology

戦略／KPI

DXソリュー
ション

DXプロセス

DX組織／
人材モデル

Organization
＆Recourse

DX戦略立案 デジタルKPI定義

DXMO体制

デジタルジャーニー策定 DX予算編成手法

DX組織

DX人材 DX人材スキル要件 DX人材キャリアパス

DXソリューションマップ DX先進施策

アジャイル手法 DXナレッジ共有

DXMOミッション（役割）

DXMO
標準化モデル

デジタルKPI定義

経営戦略と整合したデジタル戦略を立案したうえで、デジタルKPIを定義します。その
KPIに対して、継続したモニタリングが可能な手段を設計し、必要によってはシステム導
入も検討します。

NO 視点 デジタルKPI（例） 説明
1

共通
デジタル化までの期間 デジタル化案件1件あたりの実現までの期間

2 ROIならびに償却年数 デジタル化案件の投資対効果、新規営繕の償却年数
3

財務
デジタル化により創出された余剰時間 年間でデジタル化により創出された余剰時間

4 先進IT・デジタルへの投資額 先進IT・デジタルに対する投資額の総計
5

顧客

Web（サイトすべて）PV数 自社サイト内の総閲覧数
6 Web（自社サイトすべて）CVR 自社サイト閲覧数のうち、会員登録数の割合
7 Web（自社サイト）販売額 自社サイト内での総販売額
8 Web（自社サイト）ARPU 自社サイト内での1顧客あたり販売額
9 プロセス ナレッジDBへの接続システム数 ナレッジDBに連携している業務システム数
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DX戦略・ビジネスモデル立案（DX実行プログラム）

DXビジョン・KPIをはじめとした5つの変革要素の現状調査を基に、DXMOが標準化モデ
ルを活用してDX戦略・ビジネスモデルを明確化します。人材／データ／プラットフォー
ムの現状も把握したうえで実現可能なDX実行プログラムを立案します。

DX戦略・ビジネスモデル立案例

DX実行プログラムを立案するうえで活用するDXMO標準化モデルのアセット・テンプ
レートの一部をご紹介します。

変
革
要
素

DXビジョン
KPI

顧客

サプライヤー

組織

製品・市場
チャネル

DXMOによる
プログラム化

DXMO
標準化モデル
より具体化

戦略

組織 ･人材
ソリュー
ション･
プロセス

・顧客価値創出
・ビジネスモデル
・人材活用
・データ活用
・プラットフォーム

デジタルジャーニー

DXビジョンを明確化するため、次世代デジタルジャーニーにお
ける顧客の消費行動と各チャネルの関係性を整理し、各チャネル
の利用価値を高めるための施策を策定することが重要です。これ
までのチャネルを前提とするのではなく、 Z世代（デジタルネイ
ティブ世代）の動向を意識し、デジタルプラットフォームによる
サービス提供を前提として新しいデジタルジャーニーを定義します。

デジタル化戦略立案（ビジネスモデルキャンバス）

現在のビジネスモデルを9つの観点（主要パートナー、主要活動、
主要リソース、価値提案、顧客関係性、チャネル、顧客、コスト
構造、収益構造）から分析し、これらの中でデジタル化により変
革する部分（特に価値提案など）と守る部分を明確化します。そ
のうえで全体的なデジタル化戦略の方向性について経営層／ビジ
ネスリーダーと合意し、デジタルジャーニーやDXソリューショ
ンマップの策定におけるポリシーを定義します。

DXソリューションマップ（先進技術カタログ）

現状のビジネスプロセス・組織・デジタルソリューションをマッ
ピングし、DXソリューションマップ（先進技術カタログ）とし
て一覧化します。そのうえで上記デジタル戦略を実現するために
必要なプロセス変更、人材調達、デジタルソリューションの変
更・新規調達など変革のキーとなる要素を洗い出します。最終的
には新しいデジタルサービス提供に向けたプロジェクトを立ち上
げ、DXMOはそれらを統括して全社的なDX実行プログラムとし
て現場の各リーダーとともに推進・管理を実行します。

Key Partner
• 契約農場（〇〇
園）

• 研究機関（〇〇大
学）

• 国家機関(農林水
産省・経済産業
省)

• ブロガー
• 物流会社（〇〇物
流）

• 販売代理店
• 広告代理店
• グループ会社（〇
〇インターナショ
ナル）

• 製造会社
• コンビニエンスス
トア

• 小売店

Key Activity
• Webベースのマーケ
ティング

• コンビニ・小売店への
卸

• Webダイレクト販売
• 研究・開発
• 商品企画
• 販売プラットフォーム

Value
Proposition
• 安心感
• ブランド
• 取扱店の多さ
• 圧倒的ユーザーの
多さ

• ヘルシー
• 余裕のある暮らし
の提案

• Have a break
• 新商品のワクワク
感

• 大人の趣味
• ポイント戦略
• リアル場とバー
チャルの融合

Customer
Relationships
• 商品の優位性
• リフィル継続販売
• セルフサービス
• 会員

Customer
Segments
• 成人
• つかの間の休息を
とるサラリーマン

• コンビニや小売店
へ出入りする人

• Webへ一切アク
セスしない人

• Webで新しい刺
激を求める人Key Resources

• 特許
• 過去結果
• 研究員
• 製造プラント設計者
• 小売店・CVSとの関係

Channels
〇セールス・販売
• 販売店(CVS)
• Webによる直販
• イベント(SCなど)
〇アフターサービス
• 電話
• メール研究

Cost Structure
• 販売量依存
• 規模の経済
• 人件費・固定費一定
• 多額の研究開発費

Revenue Streams
• ほぼ一定の商品価格
• 継続販売を前提とした価格設定
• 低価格より品質重視でのブランド形成を重視

ペルソナ

顧客行動

場所

顧
客
接
点

チャネル

接点形態

認知 調査・比較 購入 利用 問い合わせ/
レビュー

年齢：27歳 家庭：未婚 勤務地：東京
年収：500万円 住居：東京近郊 自社製品購入履歴：あり

すべての場所 すべての場所 自宅・店舗 すべての場所 すべての場所

DM Webサイト・
スマホサイト

Webサイト・
スマホサイト・

DM

自社サイト／
店舗・代理店 IoT

オンライン オンライン オンライン オフライン
（リアル） オンライン

Webサイト・
スマホサイト

自社サイト／
店舗・代理店

オンライン オフライン
（リアル）

電話／
チャット SNS

オンライン オンライン

フロー

メールで
新製品を認知

ネット広告で
新製品を認知

ECサイト・比較
サイトで情報収集

店舗・代理店等で
利用体験

メールで
新製品を認知

自社サイトで購入 自宅・屋外で
自由に利用

コンタクトセンター
に問い合わせ

SNS等でに商品の
レビューを投稿

店舗・代理店で購入

Webサイト・
スマホサイトで購入

ユーザー感情

• なんとなく面白そう
• 便利そう
• 手軽に商品の内容が調べ
られる

• 似たような商品はどのよ
うなものがあるのか？

• 価格は妥当か？
• ほかの人はどのように
思っているのか？

• 購入方法がやや複雑
• 中古やフリマアプリで買
えるのか？

• 返品はいつまで可能か？
• ほかの人とシェアで使え
ないのか？

• レビュー通りの商品なのか？
• 今起きている不具合はほかの
人はどう思っているのか？

• 思っていたより使いやすい
• 付属品はサイトで買えるの
か？

• 使い方がわからない
• 不具合かもしれない
• 面白い使い方を発見した
• みんなにこの商品を勧め
たい

① ② ③ ④ ⑤

デ
ジ
タ
ル
活
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

DMP(Data Management Platform)

5G/6G（「超高速」「超低遅延」「多数同時接続」ネットワーク）

ソーシャルリスニング、
テキストマイニング

ACD、CTI、WFM、
スクリーンロガー

Speech to Text

Process Technology（RPA／BPM／ワークフロー／プロセスマイニング）

タブレット活用

DSP/レコメンドツール/
アクセス解析ツール活用(AI含む)

Marketing Automation/Digital Marketing

コンテンツマーケティング
(SNS、動画、Webサイト、アプリ等活用)

パーソナルプロモーション
GPS/iBeacon/IPカメラ)

ナレッジDB／情報共有基盤（SharePoint等）／コミュニケーション基盤（Teams等）／クラウドストレージ（OneDrive等）

AIコンシェルジュ/
スマートスピーカー(Alexa等)

スマホアプリ開発
(顧客接点拡張)

デジタルダッシュボード・BI（Tableau等）

Intelligent Routing
(AIによる営業ルート最適化)

3rd Partyデータ活用

R&D

製造 原料

チャットボット アシストAI

音声解析／感情分析

クラウドSW（O365など）／HW/仮想化／BYOD

BCPアーキテクチャ（分散化・冗長化）

インストア
マーチャンダイジング

ドローン

FA（RFID／センシング）

ダイナミックプライシング(AI)

Block Chain（スマートコントラクト（セールス／調達）、Digital Rights Management（R&D））

SFA（SaaS）

CRM（SaaS）

AR/VR

デジタルサイネージ/デジタルブランディング

クラウドERP

ウェアラブル技術

AI-OCR(請求書等)

AI-IVR

反社チェック(AI)
(サプライヤー)

画像解析（Computer Vision）

セルフスキャン・
ペイメント(決済)

*図表はすべてイメージです
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KPMGの強み
グローバルネットワーク
グローバルネットワークと豊富なクロスボーダープロジェクト
の経験を活用し、デジタル成熟度診断、DX推進、IA（インテリ
ジェント・オートメーション）適用診断（現状分析･IA化領域特
定）、将来像の定義、ソリューション選定、IAの導入、業務改革
等に対する支援サービスを提供します。

業界およびDXの知見
国内外のRPA導入先端事例をはじめとしたDXの知見、および各
業界の企業に対する豊富な支援実績をもとに最適な業務改革を
支援します。

コミットメント
クライアントと長期的な信頼関係を構築することが第一と考えます。
企業のビジネスにとって、真に効率的･効果的なソリューション
を提供します。

DXMO設置・DX戦略推進までのアプローチ

現状のDX推進状況を把握・評価し、DXビジョンを明確化したうえで具体的なDX推進施
策やDXMO組織の編成を決定します。そのために段階を2つに分け、ステップ1でデジタ
ル成熟度診断によるDX成熟度の「見える化」、ステップ2としてDX施策・組織の詳細化
と推進を実施します。

DX成熟度の「見える化」

• 先進DX事例、およびデジタル経営環境特性に基づく、
既存のデジタル化状況の確認

• 可視化結果に基づく、DX施策の検討

ステップ1（12週程度）

DX推進施策の詳細化と推進

• 優先度の高いDX施策のROIを踏まえた詳細実行計画
の策定

• 対象DX施策のグランドデザイン策定

ステップ2（12-16週程度）

進め方

期間

1. 既存の取組み、および検討状況の確認、内容把握、
検討テーマの合意

2. KPMGの「デジタル成熟度診断ツール」の内容理解
と合意

3. インタビュー実施（各事業部門）、結果分析と考察
4. 分析結果、考察を踏まえた議論
5. DX推進施策立案と適用後の具体案（ビフォー／アフ
ター）作成

6. 最終報告書とりまとめ・報告後の資料最終化

1. 各DX施策の詳細な検討（マスタースケジュール、
方針、体制）

2. 施策想定効果・リスク対策、業務影響検討
3. グランドデザイン策定（業務・システムフロー、管
理項目定義等）
※優先度の高いのDX施策を1～3個選定
3.1.詳細インタビュー実施（関連する事業部門）
3.2. DX概要設計

4. 最終報告書とりまとめ・報告後の資料最終化
5. 施策のPoC、部分適用の推進（オプション）

主要作業
項目
（例）

目的

A B

KPMG-デジタル成熟度診断ツール KPMG-DXMO標準化モデル適用
アセット

Z世代（デジタルネイティブ）指向

今後DXを推進するにあたり、主要なプレイヤーとなっていく顧
客・自社従業員はZ世代（デジタルネイティブ）であり、当該世
代が大切にしている価値観・行動特性として右記が挙げられま
す。Z世代の動態を理解したうえでビジネスモデルを再定義し、
予測的なDXを進めていくことが重要になります。

クリエイター
でありたい

便利さ重視

フレキシビリティ・
モビリティ志向

ヘルシーな
ライフスタイル ワークライフ

バランス重視

所有するより
シェア志向

コネクション重視
ハイテク

環境共生
社会的責任

質素だが良い
モノにはお金を
惜しまず

Z世代
デジタルネイティブ
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